
  

  

 

 

島田土木事務所では、技術職員全員を対象として、総合的な｢現場力｣の向上を図る “現

場力向上大作戦”第２弾を展開しています。 

 

 

 

インハウスエンジニアの｢技術力｣と｢説明力｣を研鑚することで、総合的な｢現場力｣の向上

を図ることを目的とし、ＯＪＴ（On the Job Training：日常業務の中で行う訓練・能力

開発）の一環として取り組んでいます。 

 

 

 

＜平成 23 年度現場力向上大作戦第２弾＞ 

【現場力チェック】 

○実 施 日：11 月 24 日～12 月 8 日（計 31 現場） 

○取組内容：各職員が担当する事業箇所の中から工事実施中の現場 1 箇所を抽出し、その

現場で所長に工事内容の説明をしたのちに質問を受け、回答する、という形で行ってい

ます。説明に際しては、施工上や安全管理上で特に力を入れている点についての説明が

必須とされています。 

これまでの現場で、所長からは、設計・施工の両面で個別の現場に応じてポイントと

なる事項や、設計時には十分に対応できない現場の地形等に合わせた処理の方法などに

ついて、質問やアドバイスがありました。      

         
 

 

○取組の“強化ポイント”： 

①個々の現場に適した、十分な安全管理が行われているか 

②計画・設計の内容を踏まえた、的確な施工管理が行われているか 

③発注者・受注者間で、現場担当者の意思の疎通が十分に図られているか 

という観点からチェックを行い、職員の技術力向上を図っています。 

 

 

島田土木事務所の“現場力向上大作戦！”第２弾 

＞＞＞ 作戦目的 

＞＞＞ 作戦内容 

～“現場力チェック”実施状況 ～ 

当所では、今後も職員の技術力向上に向けて、積極的に取り組んでいきます 


